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 要 旨   

 

背景： 

ノンアルコールビールやノンアルコールワイン等の非アルコール飲料の人気が増加している。

非アルコール飲料が飲酒を緩和するか促進する明らかではない。 

  

方法：  

2023 年に米国で 1906 人の飲酒者を対象にオンライン調査を実施し、非アルコール飲料の種

類・頻度・量、アルコールの頻度・量、CAGE 質問にてアルコール使用障害の有無を評価した。 

 

結果： 

飲酒者の 28.4%が非アルコール飲料を常用していた。常用者の 83.7%がノンアルコール酒を飲

んでいた。アルコール使用障害ありはアルコール使用障害なしと比較して飲酒量を減らすた

めに非アルコール飲料を常用する率が高く（調整オッズ比(95%信頼区間)3.54（2.24-5.58）、

68%は非アルコール飲料により飲酒量を減らすことができた。飲酒頻度は非アルコール飲料の

頻度が高く（調整オッズ比 1.46(1.17-1.83)）・量と正の関連を認めた（β0.25 （0.15-0.35））。 

 

結論：  

飲酒者およびアルコール使用障害者は飲酒障害を減らすために非アルコール飲料を常用して

いる。 

 

 


